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l.緒 口

遠方監視制御装置のように多数の部品,複雑な回路網からなる機

器が,長期にわたって,機能を全うするためにほ,設置場所の環境

や,内容特質をよく知るとともに,適切な保守を必要とすることほ申

すまでもない｡したがって装置の設置場所選定ならびに,試運転試

験を通じて保守老に詳細な装置の機能を体得させるための教育,正

しい保守基準を習慣づけること,などほ重要なことである｡これらの

成否によって装置の信顧度や寿命が大きく左右される｡以‾F,装置

の設置場所に関する注意事凰 施工上の注意,試運転計画ならびに

実施要蘭を述べ,さらに日常の保守の問題と保守に役だつ若干の参

考資料を記し関係各位のご参考に供したい｡

2.装置の設置場所

装置を設置する場所の良否が保守の難易に関連するだけでなく,

直接構成部品の寿命を左右する場合がある｡特にさけるべき設置場

所をあげると下記のとおりである｡

(1)常に高温にさらされる場所

一(2)湿度の高い場所

(3)直射日光の当る場所

(4)ほこりの多い場所

(5)振動の激しい場所

(6)有害ガスのある場所

(7)点検に困難な場所

(8)浸水のおそれがある場所

環境上やむなく上記の状態をさけにくいときほ,適当な防護処置

を講ずることが望ましい｡たとえば(2),(4),(6)などの場合ほ,

継電器箱そのほかの要所を密封構造とした実例がある｡

3.配電盤振付配線工事上の注意事項

配電盤据付上の注意事項に関してほ,別稿,発電所および変電所

の試運転に述べられている｡ここでほ特に遠方監視装置として要望

される点を強調するにとどめる｡

3,l連絡線用保安器の接地

送配電線などの事故により対地電圧の上昇を生じこれが連絡線ケ

ーブルの障害原因となる場合があり｡このため一般に単独接地とし

て鉄塔,主機,建直などの接地と共用しないのが普通である｡

3.2 蘇り御電源母線接続上の注意

制御電誠ミ母線として,遠方制御盤から主機状態表示回路用として

(P)母線が遮断器,断路器,そのほかの表示用接点に接続される｡

この部分が無人監視制御の最先端の触手となる｡したがって最も信
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板性のある配線とする必要があり,このために電源母線をループ回

路とすることが推奨される｡ループの特長ほ断線一箇所ではなんら

の監視障崇とならぬところにある｡

3･3 制御電源母線ケーブルの色別

屋外機器そのほかに接続される制御電源母線は色分けする｡たと

えば主盤関係直流にほ接続ケーブル端に赤色,監視関係直流にほ赤

青色,交流操作電源にほ黄色のマークをつけるなど,一見して何電

源の母線かわかるよう明示する｡これは,電気運動回路の障害を短

時間内に発見処理するために備えるもので,障害発見にほ関係電源

を足掛りに調べるのを常道とするためである｡

4.遠方監視制御装置の試運転計画

試運転の要衝ほ発電機盤,変電所,そのほかの盤の試運転同様,

関係人貝,磯野,電源回路などの保安に万全を期する必要がある｡

特に遠方制御の場合ほ,被制御機器が,制御者の聴覚や視野外にあ

り,不測の事故発生の確率が大となる｡さらに試運転の巧拙が,その

まま保〔1こ両に延長され,保守の難易を支配するような場合がある｡

したがって綿密な試運転計画,慎重な試験が要求される｡本項でほ

これらについてのべる｡

4.1試運転計画

4.l.1試運転日程決定上の注意

(A)被制御機器がすべて完成し,運転状態においての遠方制御

試験を実施すること｡複雑な通勤回路では,いかに巧妙な模擬シ

ーケンステストを行っても,微妙な連動過程における時間関係は

実現不可能であり,案外重要な欠陥を見のがしやすい｡このため

原則として,試験は被制御所完成後実施する｡

(B)予備調整あるいは総合試験日程中に一予備日程を含めるよう

計画する｡遠制装置ほメーカーにおける模擬機器との組合せ試験

でほとんど完全である｡しかし初めて本体と組合わせられるとそ

の結合回路に不測の,要検討事項を生じ,計画に誤算をきたすこ

とがある｡特に既設の設備を遠方制御方式に改造する場合にその

重要性が認められる｡

4.1.2 試験用器材

それぞれの試験の目的に応じあらかじめ試験用機材として準備

すべきものに次のようなものがある｡

(A) メガー

(B)絶縁耐力試験用トランスおよぴその付属器材

(C)テレメータ校正用計器およぴその可変電源

(D)消費電力測這用計器

(E)相回転計,テスタ

そのほか転送引外しlnl路をイーJサるときは,上記のほか電磁オシ

ログラフまたほサイクルカウンタ
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制御川連絡線の伝送特性の試験を要する場合はブラウン管オシ

ログラフそのほか特殊な関連揖材を必要とする場合があり,あら

かじめ被制御機器,試験項Hなどをにらみあわせて用意をととの

える｡

(F)武鹸適格川電話の準備

指令情報の授受の良否が保安あるいは試験能率を左右するから

制被問および被制御所配電盤および被制御機間に電話を円点す

るし1

(G)導通試験用ベルまたはブザ(2､3V電池で動作のもの)高

電圧使用のものほ他州線のIrltりこみで使用ヒ不便な場合がある･〕

(H)試験用接続導線,若干

(Ⅰ)細部点検用ハンドラソプ

り)その他若干の配雑器材,工具類

4.】.3 人員の配置計画

(A)一声備調整時の人員配置

'_L事関係者を毛体としケーブル接続指導者,運転中の機器があ

るときは際七三運転関係責任者と操作糾当省,機器の操作ならびに

操作析呆の確認者などであるr､そのほか保守要員は被制御機器,

配線経路などを知りつくLていることが望ましい｡このために保

′､半日の--一一部またほ特定の人山を計両人臼の中に加えるのがよい(

(B)総合試験時の人出配置

原則として寸借調整時の人員をもってL,さらに試験責任者を

謹めて試験の運営そのほか人員機材の保安に当るものとするし､

4.l.4 試 験 計 画

試運転に際してはあらかじめ試験計L申lをたて,試験要項を作製

しで跨き､これに従って試験を進めれほ,過誤を犯し,あるいは

試験に疎漏をきたすことがない〔､以下一般的な試験順序と要点に

ついてのべる〔､

(A)制御所単独試験

単独試験は,選i矧担Ⅰ路,監視表示凶路などが正常であるが否か

を,制御所単独で判別するもので,その試験何路は装置が運転中

不調を生じた時障告がどこにあるかを簡易に判別できることを目

的としている｡したがって単独試験回路の良市が保守の難易を六三

石する｡なお制御所を鰻先的に試験することによってこれに続く

被制御所の試験過程を監似できる利便があるし,

(B)被制御所単独試験

選択Ilj_1路,操作指令受信川路(装置によってほ本山路のないも

のがある')などの単独試験川路の良再を健かめる(試験日的は制

御所同様)｡

(C)制被連絡試験

制御所および被制御所が完全であり,連絡線も正常な状態で,

遠制装置のみの試験を行うもので,選択,警ヰ札 監視表示,なら

びに被制述賂試験1叫路による武鹸が完全に不一Jこわれるか付かを確か

汐)るとともに,連絡ケーブルの接続が了.L常か′手かをあわせて確認

することをH的とする.

注庶事項

(a)被制御所の操作機所切椿SW(43)をt自二接側として撹作指

令を=した時被制御機器がん㌫勤しないことり

(b)何時選択を行って選択の過程が止常か杏か確かめること

(何時選択lけ能のものとイ1舶巨なもの二形式がある)しノ

(c)ポーラーコード式の槻介は試験切替えを行い,操作指令

を～】=ノても機器が止こ勤しないことを確かめるくノ

(d)未ホふて鹸でほ,被了Iiり御所〝)現状表ホおよびノ丈転表ホ(現

巾三遮断器人,故障無しを遮断器軋 版障イ√と未′Jミさせるヰ＼ので,

?丈転表刀諦モ鹸小能び)形式4,ある).
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(D)操作試鹸

操作を伴う機器を遠方操作し,被制御機器の動作および制御所

への状態表示を確かめる｡

注意すべき要点

(a)令了例御ポジションにつき数1_･_り操作して塊状がないこと･･

(b)掘作川路で接瓜カ;典斗如こ人きい火花を川す部分ほない

か｡

(c)負荷時タップ切梓(LRA),誘導電圧調整器(IR)などの操

作は完全か｡

(d)発電機などの負荷調整,電圧調整の操作岩ほ適当かり

(e)LARなどの並列操作は‾nJ能か｡

被制御機音詩が操作指令を受けても応動しない場合し

(f)(遮断器と断路器のインターロ､ソクなど)特に東大な支障

を残すJ山酉加まないか｡

(g)操作順序に制約がある川路で順序を誤った場今でも支障

を生じないか｡

(h)単一操作指令で多数の機器が連動投入または遮断が行わ

れる時の指令の伝達および表示は正常か(!

(E)表示試験

被制御所で直接操作したときの状態表示および故障表示をポジ

ションごとに動作させたときの表示を確かめる.｡

柱意すべき要点

(a)操作の遠方,直接にかかわりなく状態表示が行われる

か(､

(b)瞬間動作,たとえば過電流継電器動作,接地継電器の瞬

間動作.とびらの開閉などの動作が確実に捕そく表示できるか｡

(c)故障種類によってベル,ブザーの警報区別が正しく行わ

れているか(形式によりいずれか-一一方だけ使掴する場合があ

る)｡

(F)組合動作試験

総合動作試験では遠方制御装置の指令,表示などの情報処理能

力を確かめるもので,複数選択ポジショソの同時故障表示,操作

中の事故発生など,通常予想しうる事態のすべてを人為的に発生

させ,被制御機器状態と監視表示結果との対比確認を行うl_,

托意事項

(a)保護継電器を動作させて機器の自動遮断またほ停止を行

う(2ポジショソ以上の同時表示)｡

(b)連続状態変化の表示を行わせる｡最初の状態変化の表示

選択動作申さらにほかのポジションを起動させて,表示を確かめ

るっ

(c)選択順位または優先順位の高いポジショソと低いポジシ

ョンの同時発信を起して表ホ順序および表示結果を確かめる‥

(d)何一選択群J勺の複数ポジションの何時起動について試験

する.‥ノ

(e)洪なった選択群で㈹時起動を子八､表ホを確か〆)る｡

(f)保護継電岩割こより自動遮断を行わせ日動再閉路を行う

(再閉路成功と不成功について行う)｡

(g)操作のため選択すると同時に被制御所で状態変化を起し

たときの結果を健かめる.+

(h)監視試験のため選択表示中,被に状態変化を発生した揚

合につき試験する(J

(i)被制御所側遠制1日電泌停電中状態射ヒさせ,電弧11Ⅰ復後

制御所への表ホ更新がiLしくなされるか√､この試験ほ電源をセレ

ン軽流船など,潜電池以外に求めている場合特に蚕安であるL

rj)遮断器投人と川崎=に保護Ryを動作させて日動遮断な子1二

一81-



914

口立評論 第42巻 第8号

わせる(強行送電相当の試験)｡つ

(G)遠方測定

遠方測定はなるべく実態をそのまま送量測定することが望まし

いが,常業運転以前では不可能な場合が多い｡したがって,等価

的に送量を行うためにほ最も実際に近い方法で行うよう計画する

必要がある｡

注意事項

(a)連絡線の雑音またほ電圧誘導畳を測定しておくこと｡

(b)送量零点で受量零となるか確かめる(雑古の影響値を確

かめるため)｡

(c)直流電圧,電流,変成器を送鼓電源とする場合,これを

交流正弦波で校正する時ほ一定の補正率を乗じた値で行う必要が

ある｡

(d)選択測迂を行うものほ,計測中ほかのポジションを自動

起動させ,その表示完了前後の状態を確かめておく〔二.

(e)同時に2箇所以上の計測を行う機会のあるものほ,相互

の干渉により誤差の紀綱となるか否かに注意する｡

(f)ディジタル計測では,けた上げ動作中の選択を行うこと｡

以上の試験計画では計画書またほ試験要項作製の参考としてのべ

たもので必要に応じて,あらかじめ選択ポジショソを定めて,計

画書またほ試験要項中に具体的方法,その目的,注意事項などあ

わせて記載Lておくことが望ましい｡

5.試運転要領

試運転要叙を理解することが保守面に寄与する点カ;少なくないL｡

本項でほ試験の具体的な方法について述べる｡

5.1初 通 電

初通電には遠制用継電器の焼損,関連機器の誤動作,そのほか不

測の事故発生を伴いやすいから万全の予防措置を構じておかねばな

らないL､

5.2 通電前の準備事項

(1)絶縁抵抗測定および耐圧試験

(a)配線と大地間一括

(b)直流操作回路と交流回路間,連絡線その他

(2)電源短絡の予防措置および極性確認

(a)電源端子から抵抗測定を行い負荷側に短絡の有無を確か

める｡抵抗測定値が下記の値以上であれば一応安全と考えて良

い｡

R≧▼▼rj螢畳堅虹_▲_▲
‾電源ヒューズ容量(A)

特殊な場合として負荷に表示用電球が多数接続されているとき

は前式の値以下を示すときがあるし

測定値がほなはだしく小さいときほ誤接続などにつき慎重に調

べ,疑わしい回路を検討処置しておく必要があるし.

(b)電源ヒューズほ小存量の物に交換しておく(1へ2A程

度)｡

(c)電瀕極性が正しいことを鮭認するし.

(d)電源ヒューズと直列に100W以上の電球を接続しておく

(初通電時リレー動作で短絡を起すことがあり,これほ抵抗渕延

だけでは予測できない)亡_.

5.3 通電前の確認事項

(a)関係者(主機関係者を含む)に初通電の通告,異常発生の

場合の処置,連絡方法などを全員に周知徹底させておくことuIな

お指示の混乱を防ぐため指令一元化の態勢をととのえておくこと

が望ましい
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(b)機器の鎖臥すでに稼動中の機器で解放,段入などを不可

とするものほ適当な方法で鎖錠しておく｡

(c)単独で機器の清二接操作および必要な連動試験が終了してい

ること｡

(d)速力直接操作場所切棒開閉器が直接側にしてあること(〕

(e)要所に人出配置を完了していること､､

5･4 電源投入とその注意事項

前2項でのべた諸寄項を満足するとき,電源投入を行う｡要所の

酪聖人臼ほリレー機器などの動作,そのほか異常の有無を確認,報

て7させる〔:試験責任者はその報知こ基いて動作した機器リレーを展

開接続図で確かめ適正であるか否かの確認を行う必要がある｡なお

あらかじめ動作すべき機器を予測し,監視の目標を指示しておくこ

とが望ましい｡.

5･4･1瞬 時 通 電

第1川の通電は瞬時通電とし異常の有無を確かめる｡この際,

5･2･2(a)項で述べた電源ヒューズと直列にそう入した電球の明

るさに注意するG倍赤色程度ならば,ほかに異常がないことを確

⊥i忍の上電源を再投入して単独試験用開閉器を扱い,試験起動し

てリレー動作中電球が白熱する瞬間があるか否かを確かめる(継

電器動作による短絡有無の発見)負荷電流が比較的多い時は電球

を2～3個並列に接続して試験動作可能の範囲内まで電熱こよる

電圧降‾Fを調整する｡

5･4･2 連 続 通 電

前項で異常のないことを確認後,電球を小容量ヒューズに置換

えて通電するロこの通電に際しても,ふたたび動作機器の確認を

行う必要がある｡,

注意事項

(a)機器関係でトリップコイルが励磁のままになっていない

か｡

(b)投入コイルほ励磁したままのものほないか｡

(c)継電器そのはかで過熱するものはないか｡

(d)そのほかの異常現象を起していないか｡

(e)誤操作などがあっても支障のないよう処置してあるか｡

5･4･3 連絡線の極性チェック

任意の方法で継冠婚を動作させ,連絡線に信号電圧を印加して

その極性をたしかめておく亡ノ

注法事ちヨ

(a)目端の穐性を調べるとともに相手端側でもこれを調べる

こと(相手側の電源は開放しておく)制御所および被制御所のお

のおのについて行う｡

(b)誤接続などで電話乳 テレメータなどから電源回り込み

で判断を誤まることがあるから,相手側の連絡線開閉器ほ開放し

ておく′-

る.単独試験の方法

同期歩進式,パルスコード式のおのおので多少試験方法が異な

る｡‥以下そのおのおのに分けてのべる｡

(1)制御所側ti与独試験

この試験でほ輸送中の障告,再組立時の誤接続,盤間ケーブルの

誤接純などの発見是正につとめる｡

(A)同湖歩進式?選択式験

(a)連絡線開閉器をすべて開放するu

(b)試験切替開閉器を試験側とする｡

(cJ選択起動スイッチにより選択起動を行う｡

止(り 普通選択方式でほ選択No.l･､n個まで選択一一巡して
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也
同期表示灯(平常灯)が点灯すること｡

群選択方式でほ群No.1～mまで進行しさらに個別に

切り換わり個別No.1～nに至って全選択を完了後平

常にもどる(平常灯点灯する)｡

(B)同期歩進式の監和己試験(制御所単独)

開閉誇状態(Aト(a)(b)同様とし,さらに監視試験用開閉器

を扱って試放する｡この目的は被制御所からの状態表示信号を受

けたとき,正しく表示できることを確認するもので,信号ほ被制

御所と等価的に白端から供給する｡

(a)監視試験用開閉器を(P)側に入れる｡

(b)普通選択式でほ選択起動SWを,群選択方式でほ監視試

験起動SWを操作して全ポジショソを選択させる｡

注(i)選択起動とともに警報(ベルまたはブザー)する｡遮断

器棋は赤色開閉表示灯が点灯し,故障そのほかの状態表

示灯ほ点灯とともに点滅する(装置により点滅しないも

のもある)｡

警報および点滅停止がそれぞれの該当開閉器で停止でき

ること｡

群選択式の選択進行状態ほ100選択を例にとると下記の

ようになる｡1群1～10個別,2群1～10個別.

10群1～10個別のように行われる｡

(c)監視試験用開閉器を(N)侶恥こ入れて試験選択する｡選択

進行とともFこ故障そのほかの表示は消灯またほ点滅,開閉表示用

緑色灯は点滅する｡点滅停止用開閉器を扱えば前者で点滅中のも

のほ消灯,後者は点滅がとまる(方式により故障表示灯は点滅し

ないものがある)｡

注(i) この監視試験を行ったのちすべての試験開閉器ならびに

連絡線開閉器を平常にして,制被連絡状態として監視試

験を行い,被制御所の状態表示を行っておかねばならな

い｡ただし被が不完全であるとこれができない.,

(C)同期歩進式の選択開閉器による選択

選択用開閉鉛を扱い1ポジションごとに選択して選択位占割こ該

当する選択表示灯が点灯することこ､逃択開閉器を､ド常にもどせば

選択は復旧し平常にもどること｡

注(i)選択開閉器を複数個同時に選択側に倒し,選択完了した

開閉器を順次平常にもどしたとき逐次選択が進行するこ

とを確める｡

(ii)異なった群の選択開閉器を同時に勘数個選択した時,選

択No.の荊い位瞑を最初に選択しこれを平常にもどせば

次群の選択位置に選択進行することを確かめること｡

(D)選択復帰回路の試験

選択復帰回路ほ選択渋滞を復帰させるために備えつけられてお

り(制御所の場合),制被連絡したときは被制御所の選択も同時に

復帰させることができる｡

(a)試験用開閉器を試験とする(平常灯は点灯)｡

(b)選択開閉器を選択側に倒す(選択表示灯点灯)｡

(c)選択復帰用開閉器を操作(選択表示灯消灯し平常灯点灯

する)｡

(d)(c)の開閉器をもとにもどす(平常灯消灯して選択起動

し先に倒した選択開閉器位置の選択完了表示灯が点灯すること)｡

(e)数箇所の選択位置で同様の操作を行い前記同様結果を得

ること｡

(f)選択起動開閉器を躁作し,選択進行中に復帰用開閉器を

操作すれば選択進行が中断されて平常に復帰すること｡

(g)監視試験起動用開閉器を操作し,選択進行中に復帰用閑

℡ ±粒
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閉器を操作したとき,選択が中断されて平常に復帰すること.､

(2)被制御所単独試験(同期歩進式)

被制御所の単独試験は,選択川路が完全であること,選択復帰別

路が完全であること,操作補助回路が正しいことを確めればよい｡

(A)選択起動試験

被制御所からの選択ほ状態表示のためのものであり,選択進行

中に表示信号の授受が行われている｡したがって特定の選択位置

に停止する必要がない｡

(a)試験用開閉器を試験位置におき,選択起動用開閉据を操

作すれば,選択進行し全選択を完了したのち平常にもどる｡

注(i)群選択のときほ,最初群1～mまで進行,次に個別に切

換えが行われ個別の1～n に至り平常にもどる｡例を

100選択にとって見ると下記のようになる｡

群選択(Ⅹ仙)12345678910 と選択し次に個別

選択(Y軸)12345678910に‾至って平常にもど

る｡

電凍投入後の第1回目の選択試験は(i)の状態と相違す

ることがある｡この班!由ほ,被制御所の状態表示のため

(遮断器などで投入してあるものが存在するとき)電源投

入と同時に選択準備を完了したポジショソがあると,当

該選択の群に至って個別(Y軸)に切換わって個別選択

をほじめ,表示の責務を果すためである｡

(B)選択復帰回路の試験

被制御所における復九‡恒子路は,選択中または選択進行中に新た

な状態変化を発生したとき,表示優先を行うためで,すでに選択

中の装荷を自動復帰させて表示を先行させ,あらためて先の選択

にもどすものであり,重安な回路である｡

(a)選択起動開閉器を扶作し,選択進行開始後任意の位置ま

で選択した時,復帰操作開閉器を操作して選択を平常にもどすい

注(i)試験を数回繰返して復帰の機能をたしかめること‥

(C)遠方操作山路の単独試鹸

遠方操作周補助継電器を動作させて遮断器そのほかの主機を操

作して,投入遮断または起動停I卜などの---･連の棟作が完全に行え

るか不≠かたしかめる..

注意事項

(a)機器,人員の傷害発生防止に万全の処置をとる｡

(b)操作場所切換開閉器が直接になっている場合は操作不能

であること｡

(c)運転上,投入またほ遮断を不■トーJとするものの有無を調べて

おき,誤操作などができないようロックしたか,たしかめておくrj

d.1パルスコード式の単独試験

る･】･1選択パルス構成と迭訳過程の概要

日立パルスコード式遠方監視制御装置は同期歩進式と試験の趣

を真にする｡すなわち同期式の場合は1ステップごとに次位選択

位置に選択進行可否の同期をとりながら選択するのに対してパル

スコードの場合ほ定められた選択′ぺルス送出によってこれに対応

する特定数の返信パルスを受信し,送受信パルス数の照合結果を

碇めてのち,次段階の選択に移行する形式をとっているためであ

る｡

以下単独試験方法の理解を助けるため選択′くルス構成とその送受

信過程を図解するu

弟l図は群選択方式(ⅩY軸選択)パルスコード式スー/く-,100

選択の場合の選択パルス構成を示す｡ここではⅩY軸とも送信パ

ルスと返信パルスの和が常に一定数(11)となるように配列されて

いる｡選択順序は第2図に示すように最初Ⅹ軸選択パルスを制ま

-83一



916

へさ

覧

烈

虹

♂

J

J

J

2

/

日立評論 第42巻 第8号

抄

//

トム-′ノ→
-
〃

っ∠(
U
U

22

βJ

OU

7♂

貰諾

箪β

J汀

JJ

ざJ

∬

療十

77

γ
〃J-

〃7

2-

紗
ザ

仙郷抑仙
√リ【

4づ/7叩孝

ブβ∫-

ー21プβ

〝

/ ∠ ∫ イ J J 7 ∂,夕

個 別 通 訳(れ

備考 ㊥選択No･n=制,ワ=被の発振パルス,群選択/個別選択

第1図 群選択式(100選択)選択パルス数表

辟(ズ)選択川レス [n□ ∩ ▼一 正)十イランア点灯

(D〝-4ランプ点灯
個別(y)通釈川レス[[[[[[

]]]]]]]群退イ吉川レス

→庄)y-Jランプ点灯
①卜♂ランプ点灯

-

(D退択完ア表示灯点灯

∪]]]]個別返信ノヾルス

(釘ランプ篇灯(表示再確認)-‾
投入指令ノルス[[[

UU]占巧1状態毒力＼川レス

ー一機器応動レヾ

㊤ランプ点灯
遠析復帰/てルス

∪]]]]ヒ入､■素モノヾルス

禎制御所遠択復帰

しモ㌍賢芦㌘第卿1
制御所側送信/mノス

し卜4､卜ざランノ洋う灯)

裾制御所側送信(返イ言)ノⅥレス

〔選択No.46の機器(､4群6個別)を制御所より選択操作した場合を示す〕

第21実l群選択式パルスコード遠‾ガ監視制御装置

(100選択)/くルス送受信説明図

たは被から送料し,被またほ制からの返信パルス数が一定数(11)

に過不定無いことによってⅩ軸選択完■■rしY軸選択パルスの送受

信に移行する｡Y軸もⅩ軸同様送受信パルスの和が一定数を満足

したことで選択を完了する｡以上の過程を群てⅩ,Y軸選択完′

すると,当該ポジショソの状態表示を行う｡この表示パルスほ,

｢入+5/くルス,｢切+3パルスに定められている｡そのほか｢入+指

令3パルス,r‾切+指令5パルスおよび選択装置復帰用長パルスがあ

り,制御所でほ選択開閉器開放時,および被制御所から選択表示完

了後にこれを送り出して,おのおのの選択を平常に復帰させる｡

なお舞2図では制御所より選択の場合を示したが,被制御所から

選択(自動起動)の場合ほ最初,被から選択′くルスを7パルス送

出,制からの送信4パルスを返信パルスとして受信する｡

る.l.2 制御所の単独試験方法

制御所の単独試験は(1)に述べた選択過程を被制連絡するこ

となしに自端に設置された試験同路によって行うもので,新設,

移設,改装時などの試運転,あるいほ装置障害時の故障点検伽こ

用いられる｡したがってこの回路の良否ほ営業運転中の障害によ

る死時間の大小を左右する重要な因子の一つであり,試験方法の

弓静X

亀㌢ 嘘圏
第1表 群および個別選択単独試験法

試験
試験用開閉器選定状態
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許しⅩ)

群(Ⅹ)

群(Ⅹ)

群(Ⅹ)

群(X‾)

群
群
群
群
群

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

個別しY〕

個別(Y)

個別(Y)

個別(Y〕

個別(Y)

個別(Y)

個別(Y)

個別(Y)

個別(Y〕

個別(Y)

6

7

8

9

八Ul

6

7

8

9

(Ul

選択位置表示灯

9(2)

8(3〕

7(4)

6〔5)

6

7

8

9

10

備 考

6

7
8

9
1
0

(_1)パルス起動SWを操作すれ

ばパルス数選定SWの】差足値に応

tこ､たパルスが発生して,試放任別

選定SWの選定(群または個別)に

応じた選択位置表示が行われる｡

(2)群(Ⅹ),個別(Y)同時に試

験する場合ほn十mnと試験順序

を組合わせて行えばよい〔一

法 n=1～10

mn=11〈一20

(`31試l換,1段階ごとに復帰用開

閉器を操作して選択復帰を行う｡

(4)選択パルスは送信と返信パ

ルスの和が一定数(このJ易合11パ

ルス)となっている｡したがって

制御所から1群を選択するために

は,1パルス送信し破から10パル

ス返信を受け,被からの場合はそ

の道数となる｡

江a()内数字は被制御所の受信パルス(制御所の送信パルスに相当)数に対

する選択位置表示を示す｡

第2表 制,彼の表示および操作信号受信回路試験法

Nっ.

11試奴l受信

21試扱l受信

声定SW声定SWl信表示灯
表 示
(操作)

3 1◎点灯l◎点灯

急病;5;◎点灯l⑳点灯l

備 考

パルス起動SWを操作し
てパルスを発生させる｡

パルス起動SWを操作し
てパルスを発生させる｡

注:1(〕内は被制御所の場合を示す｡

2 C･=‥･投入指令表示 0･･････開放指令表示

R=･･=｢入+または故障有の状態表示 G･･…イ切lまたは故障無しの状態袈′fミ

3 御】より投入指令3パルス 開放指令5パルス｡

被より投入状態表示5パルス 開放状態表示3パルス

習熟および試験結果の確認が人切である‥

〔A)送信l=l路の試験

選定した/くルス数に応じた/くルスの発信および停止が綻実に子‾-J:

われることの確認が目的である｡

(1)試験用開閉器を試験側とする｡)

(2)試験種別選定開閉諾手を送信側にする(ユニット形スーパー

では開閉器(S)を倒す)｡

(3)/くルス数選定開閉器を任意の数1～nとする｡

(4)選択起動開閉器で起動する｡

江(i)パルス教義示ランプが選定数間横位得で点灯すること｡

(ii)パルス数選泣開閉器を切として起動した場合,パルスが

連続発生し,Zランプ点灯を確認すること｡Zランプは

必要数以上のパルスが,送Jlほたは･受信された時点灯し

かつ1可路のロックを行う｡

(B)受信伯路の試験

受信回路の試験にはⅩ軸(群)およぴY軸(個別)ならびに表示の

試験がある｡選択回路をチェックするにはⅩ軸(群),Y軸(個別)

表ホとおのおの別々に試験しても,その日的を果すことができる

が,一般にほ監視表示回路まで含めて行うのが普通である｡舞l

表ほⅩ軸(群)選択方法,およびY軸(個別)選択方法を示す｡弟2

表は表示回路の試験｡舞3表は監視表示まで含めた単独試験法で

100選択中選択No.11重故障表示ポジションおよび遮断器操作ポ

ジショソNo.35の二例について試験の手順を示したもので,全

選択ポジションにつき,この手順を踏襲して行えば良い｡なお拙

作を伴う選択位置では,選択完了表示灯@が備えられており,投
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第3表 監視表示回路･を含めた単独試験法
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器捧

婁j
選択No.

-35-

Xし群ト3

Y(個別)-5

遮断器

し操作)

試験用開閉棺の状態 試験用 表示灯

語‾麿嘉雷雇碧讐留表芸迷鎧造こ猛追鳩窒是豊翌

ヒl二芸
し_し竺
4ll試験

｢l‾哀壷

受†詩!Ⅹ(郡).10

受仁 X(群1

受信;Yり国別)

受信 夫/Jミ

受信 表示

10

10

Ⅹ-11

(G-1〕;

X-1 Y-1

しG-1);(P-1)

孟l
㊥∴ヒ灯

監視表示灯

埜垂車重垂⊥車重垂

注1表示受信後選択回路ほ白酬副帝するため手順5の櫻rFは再度1～3の選択操作後行う

___リザ堅1__竺_し至上聖_2l試験l__聖_l_空軍_)
1二l亘l‾__竺_Lざ‥垂

__⊥し竺堅L_竺__ijプミ_5L試験葛受信】如

Ⅹ一3

しG-3!
X-3

し旦=鞋
X-3

しG-3)

江2 手順5は注1と【司様｡袈+ミ†.う‾り▲･受†言によ

Y-5

しP-5丁)
㊥点灯

CB｢人+(軌点灯
またはフ+しと_カ
F白†‾切+′抄点灯
またはフリッカ

｢吏故障+点灯ま
たは二L旦__とや
F豪放障+消灯ま
たはフリッカ

白衣拍勺に役帰川長パルスを発生して選択後帰が行われる0

臓

パルス起動SWを操作

パルス起動SW

TミノJ貢起動SW
ままとなる旦_

/くルス起動SW

考

‾‾‾‾‾‾‾‾一けラ‾すうカ停止SW扱いで点灯の

フリッカ停止扱で消灯｡

パルス起動SWを操作して信号を発生させる

パ′レス起動SWを操作して信弓-を発生させる

ラす‾う‾ヵそ亭石蕗作で⑳吉行高音す頭京後選択ほ白面復
帰する

フリッカ停止で◎点灯のままとなる

注3 試鹸種別選定;SWを試験日的に応じて変史するたびにパルス起動SWを操作すると･/くルス数選定SWの選定他に応じた数のパルスが発生される0

入および開放操作吋能の時期を知らせるが,故障表示位置では日

動的にこの時期を確乱表示が行われるので@ランプほ備えられ

ていないし､舞3表の重故障位置選択過程に⑪･表示がないのはこの

ためであるL_.

(3)被制御所単独試験

被制御所の単独試験は策ト2表中()内数値の選肘､上程表

ホ灯が点灯するほかは制御所川様の過程をふめば良い`〕

る.2 制被組合わせ試験

単独試験で異状がなければ制被組朋ブせ試験を実施する｡旭結線

に対する注意および人は機器の安全に対する配慮は同期歩進式の

項で述べたとおりである｡この試験のl_l的ほ,遠制装置口体の機能

が1t三常であるか否かを確かめるために行うし∴式放の梅坪としては

と拝独選択試験,監袖連糾試験,連繋試験l‖1路の試験,そのほかの

.拭扱がある.=〕

d.2.1単独選択試験法

この試験は制御側から行うもので1ポジションごとに選択朗l利

器を扱い,当該位置の選択が正しく行われることを確かめる､+

注意事項

(i)選択完了表ホ灯が当該選択位躍のとおり点灯すること口

達択位置表示板のⅩ軸およぴY軸,パルス数などの表示

が適正であること｡)

選択完了した時の可人態表示ラソプが被の機器状態と-一一致

していること(選択の終期に被の状態表ホバルスを受け

て相手と表示が不一致の場合は日動的に更新される)｡

被制御所ほ席接操作側に切符えておき誤投入または誤遮

断などの障害を発生しないよう沫意のこと｡

る.2.2 監視選訳試験回路の試験法

装置の選択および表示山路を制被絶合的に調べるために設けら

れた試験何路で,試験位置を選択操作することによって全選択ポ

ジションを自動的に選択して被欄御所の現状表示をあますところ

なく行う占なおこの間に異常部分があれば選択再ヒ締そのほか表示

異常などによって端的に当該異常点の発見にも寄与するもので重

安な意義をもっている｡

方法 試験選択開閉器を扱い選択完了後｢入+または｢切+操作

する｡この操作指令は被の試験起動継電器を動作させ,被の全選

択ポジショソを自動起動させて逐次選択進行して,表元の再確認

または更新をなし,.全ポジショソの選択完了後停止する｡

注意事項

(i)

(ii)

肘Jの表ホ結果と被の状態が正しいことを確認する｡

表示器のランプ断線,または異常に明るいものはないか

留意すること｡

被の現状の適を表示(｢入+操作の場合)のできる装置で

この試験を行ったときほ必ず正常状態にもどしておくこ

と｡

(iv)選択渋滞または選択過程で呉常のないこと｡)

(3)速けい試験河路の試験法

選択料粁あるいは表示イく良などを生じた時,送信,受信,表示

パルスを,Ⅹ軸,Y軸,それぞれ任意に区分して選択を行わせ障

ノ#原川が制,被のいずれ側にあるか,いかなる送信または受信過

稚にあるかを分析するものである｡

ノブ法(A)試鹸用,辿路線開閉器などはすべて平常側とするし-〕

(B)制御所側辿けい武鮫川開閉妄執群,個別を試敵側に倒す{1

(C)被制御所側辿けい試験用開閉軋群,個弧表示を試験側

に倒す｡

(D)制御所の任蕊の選択開閉器を選択側に倒す(被制御所の機

知ま任意のポジショソを日動変化させる)｡

(E)制御所(被で起動した時は被)の群開閉器を平常にもどす

(群選択パルスが送fl†され,相手側のⅩ軸選択ランプ点灯｡装置に

よってはⅩ軸選択完了後点灯)｡

(F)被の群開閉器を平常にもどす(返信′くルスが送=されて制

御所,Ⅹ軸選択ランプ点灯)｡

(G)制の個別開閉器を平常にもどす(個別選択パルス送汁lされ,

被のY軸選択表示灯瓜灯する｡またほ(E)に準ずる)｡

(H)被の個別l矧調器を平常にもどす(Y軸返信′くルスが送汁1さ

れ,制ではY拙速択表示灯点灯する｡同時に選択完了表示灯も点

灯する｡

(Ⅰ)被の表示開閉器を平常にもどす(表示パルスが送山されて

制の表示選択表示灯｢｢R+または｢G+が点灯し,かつ状態表示灯

｢R+または｢G+が機器状態と一致の時はそのまま,不一致の時は

更新される)｡

汁意

(a)各試鹸ステップごとにパルス送出数,選択位置と表示と

の相互関係など詳細に観察して,異常簡所の有無を検討のことr｡

(b)本試験は制被電話連絡しながら行うこと｡

(c)試鹸終了後ほ関係開閉器を平常にもどしておくこと｡
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(d)被から選択のときほ表示パルス受信後,状態表示灯は点

滅する｡なお選択起動した側から試験開閉器を平常にもどす操作

を先に行うこと｡

占･3 総 合 試 験

総合試験では,被制御機器の直接操作,保護連動回路などがすべ

て満足であることほもちろん,遠方操作ならびに監視表示,テレメ

ータなどあますところなく試験を行い遠方制御装置の設置目的を十

分発揮できるか否かを確認しなければならない｡

試験には次の経済がある｡

(1)直接操作時の状態表示試験

(2)遠方操作試験

(3)表示試験

(4)複合動作試験

試験に先立って次の注意が必要である｡

(A)関係者全員に試験の目的および順序を周知させること｡

(B)工事関係者,そのほか試験に直接関係の無い老の安全を配

慮し,立入禁止区域の設定,そのほか操作に伴う音響,振動など

につき予告を与えておき,驚がくなどによる事故防止に備えるこ

と｡

(C)非常の場合の措置はできているか｡

(D)連絡指令などに遺漏はないか｡

(E)必要な部分の電気回路あるいは機械的な鎖錠をしてある

か｡

以上再確認の上試験に着手すること｡

占.3.1直接操作時の状態表示試験

被制御所で直接操作し保護連動そのほかいっさいの操作運転状

態を実現する｡できうるかぎり完全な運転状態で行う｡制御所で

は被制御所の試験状態を逐一照合し,表示と機器状態一致の確認

を行うこと｡

注意事項

(A)機器の開閉操作に伴い連動動作するものはすべて実動状態

において行う｡

(B)気圧低下,油圧そのほか実状態において実現可能の故障表

示ほすべて実状態で行う｡仮想の故障による保護連動を行う場合

は,器具接点で直接またほ接点に至近端の器具端子で行うこと｡

(C)直接操作状態のままで遠方操作指令を出しても機器の操作

不‾吋能であることを確認しておく｡

(D)試験中生じた疑点ほ,再試験そのほかにより明確にするこ

と｡

る.3.2 遠方操作試験

制御所から機器の遠方操作を行い制御上の特質(直接操作の時

は規定順序に操作するが,遠方の場合ほ一連の機器か連動投入さ

れるなど)を見きわめるほか,操作順序を誤った場合でも異常を

1ヒじないか否か,確認しておく必要がある｡

注意事項

(A)操作結果と制被の状態を照合確認しておくこと｡

(B)操作順序を誤った場合,たとえば断路器を先に投入し,あ

とで遮断器を操作したとき,またほ遮断器投入のままで断路器の

開放指令を与えたときなどについて試験を行うこと｡

(C)負荷時電圧調整器,誘導電圧調整器などを操作し,電圧監

視,タップ位置テレメータをあわせて検討すること｡なお,電圧

調整操作中に上下限表示を行わせること｡

(D)投入開放などは数回行って動作の確実性をたしかめるとと

もに,操作補助接点などに異常のないこともしらべておくこと二,

(E)必ず実動運転状態での試験を行っておくこと｡

第4表 保 守点検基準(その一)

試験項目

監視試験

表示試換

(ポーラー

コード)

一括試鹸

(ポーラー

コード)

被制御所

より行う

表示式政

被制御所

の絵合シ

ーケ:/ス

テスト

絶縁抵抗

測定

連絡線抵

抗測定

目 的

装置の選択および表

示回路が健全である

か否かをたしかめる｡

表示ポジショソの選

択状態ならびに表示｡

確認扱などの動作確

認｡

全裸作ポジショソの

蓄積,放出ならびに

指令に対する被制御

所の応答表示を含む

動作の確認｡

被制御所の機器との

結合回路の動作およ

び状態表示の総合的

な動作確認｡動作ひん

度のすくない回路の

動作を特に確認する

(試験操作によって

表示用継電器を動作

させる方式のパルス

コードおよぴポーラ

コード方式では本試

験の必要がない)｡

絵合動作の再確認ス

ーパーを含めて行う

絶縁不良障害の予測

ならびに対策の資料

とする(暴風雨のあ

とケーブル布設点付

近で火災のあったあ

となど特に測定する

こと)｡

ケーブル接続部の不

良発見または予知,

温度変化による抵抗

増減量を知り,必要

に応じてテレノータ

などの温度補正資料

とする｡

方 法

監視試験SWを扱い全選

択ポジショソの選択麦示

を行わせる｡

1日1回適時行う｡

試験切替後,表示試験起

動を行う｡

試験切換後,一括試験SW

を扱い全操作ポジショソ

の苫前を行わせる｡被と

の状態一致および不一致

の双方について試執する

(三位位置の操作開閉器

があると指令符号欠けと

なり渋滞する)｡

機器状態表示接点を閉路

または開放する方法｡ま

たは起動リレーコイルに

(＋)を接続して起動させ,
制御所に表示を行わせる｡

注意:表示用接点を閉路

または(＋)電圧印加に用

いるリード線には直列に
100～200£2程度の抵抗で

電球を接続しておき,誤

って電源短絡などが生じ
る事を防ぐ｡そのほか誤
遮断や誤投入などを生ず

るおそれのある部分はロ

ックすること｡

試運転の要飯を参照｡

制御連絡純一･括大地間

各心紋問

スーパー盤の一括大地問

そのほか必要と認められ

る回路｡

抵抗計,またほ電圧降下

法による｡

要 点

表示ランプの断線ほない

か｡

状態表示結果の正否換討｡

選択進行が正常であるこ

とD

フリッカ,警報が正常で

あること｡

同_Lのほか,‾F記に注意｡

優先順位に応じて表示す

るか｡

フリッカ,確認政,警報

が正常か｡

表示不一致でフリッカす

ること｡

蓄杭の放出順序が正しい

こと｡

表示順序が正しいこと｡

確認扱いが正しく行える

こと｡

渋鰐=を生じないこと｡

瞬時動rF機器の表示は良

いか｡

瞬間私統,故障表示の双

方とも検討する｡

動作ひん度の少ないポジ

ショソ,たとえば火災な

どの表示を特に重点的に

試験すること｡

試運転の要領ならびにそ

の記銀を参照のこと｡

操作および表示のひん度

が少ないものについて重

点的に試験する｡

連絡線測定の場合そのキ

ャパシティによる充電で

測定誤差が生じやすいか

ら注意のこと｡測定の都

度充電部分を十分放電さ

せておくこと｡

線路の絶縁抵抗1M臼以

上のこと｡

建設当時に比較して異常

に変動がないこと｡

電圧降下法で測定すると

きは通電のため温度上昇

の彪瞥を受けないよう注

意すること｡

る･3･3 表 示 試 験

(1)の直接操作試験時に行った表示のうち,重要な点について

遠方操作状態で再度行うほか,下記の状態での表示を行う｡

(A)制御所の電源を先に投入しておき,あとで被制御所の電源

を入れた時,被の状態を自動表示することの確認｡

(B)被の遠制電源を開放中,被の状態変化を行っておき,ふた

たび電源を投入したときの状態表示をしらべる｡

(C)瞬間故障,たとえば接地電圧表示,過電流継電器動作表示,

とびらの開閉表示などについて試験する｡

d.3.1複合動作試験

複合動作試験では保護継電器動作などによって遮断器の自動遮

断,機器停止と無電圧表示,あるいは制御操作中の状態変化など

電気連動上必然的に多重情報表示を必要とするものと,遠制装置

の情報処理能力を検討するための二つについて行う｡
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第5表 保{才点検 基準(その二)

l■

項 目

遠制用継
電器関係

点 検 の 方 眼 点

リレーのレシジュアルネジがゆるみ,または脱落したものはない
か｡

接点部分が著しく変色,そのほか異常が認められないか｡

接点圧力は正常か(テンショソゲージで測定)〔

接点バネに食違いを生じておるものはないかし,

リレーの動作および復帰特性ほ正常か｡

限時動作,限時復帰リレ【の動作時間に異常はないか｡

リレー金物にさび,ほこりの什芹,そのほか打1煩など異物の付着
はないか｡

締付不良部分はないか｡

!リレー箱内にほこりが素坊されていないか｡ .

リレーコイルそのほか重要な機構郎分にほこり,さびなどの不都∃
;合はないか｡

菅甲題晶㌢警ワ聖霊芸芸芸諾キミ至言三ご完二ご三､妄ソグに異常はないか｡
係

ケーブル

接続部端
‾r合間係

配電盤取
付器具関
係

補助継電
器関係

連絡椀保
安韓箱

配線端子のゆるみはないか｡

配線端子板は汚損していないかぃ

寂垣弓配船の締付ゆるみほないか｡

リレー箱内で配船の半断線,短絡の心配のある削分はないか｡

接続ケーブルの締fj不良はないか｡

槻間短絡などの危険はないか｡

盤内配線側で締付不良はないか｡

≒端子台の破胤端子合力/ミーなどの破掛まないかe

操作開閉詩話で接触不良そのほか操作困難なものはないか〔､

同上で接触片の荒拒または過熱した形跡はないかくユ

配綴そのほか各部の締付けは良いか｡

ヒューズおよびヒューズ台などに過熱した様子ほないか｡

ヒューズ片の締付不良はないか｡

正規容量のヒューズ片がそう入されているか｡

L

点検結果お
よび処■匠

接点の荒折またほ異常を生じていないか｡

リレー,在宅抗器などの取付けにゆるみはないか｡

リレー配娘端子の締付けゆるみはないか｡

交流リレ【で異珊に高音でうなりを生じているものほないか｡

接地髄の取付けは大丈夫か｡

保安語旨の破損はないかまたf那巨は大丈夫か｡

針状間げき調整不良のため制御連絡線が接地する心配はないか｡

油,ほこりなどの付着で絶縁が捌ヒしていないか｡

連絡開閉器に接触不良はないか｡

接続線の締付けまたははんだ付けなどに異常はないか｡

蓄芯地関
係

過充Tt;,過放電はないか｡

端子電圧,浮動充冠屯流,電解液面,比重,温度などそれぞれ適
正か｡

セパレータの脱落はないか｡

極板乃脱落物が沈硫して榛板を短絡する心配はないか｡-

試験方法と注意事項

(A)主機の電気連動によって必然的に投数ポジションの表示を

行う回路ほすべてこれを実施すること｡

例(a)過電流継電器動作による遮断器の日動遮断(故障表示,

バンク別表示,遮断表示回路が同時に起動する)｡

(b)遠方より電圧調整制御中,過電圧継電器動作Fこよる遮断

器の自動遮断｡

(c)遮断器を投入と同時に保護継電据を動作させて自動遮断

させる(強行送電相当の試験)｡.

(d)選択進行中の状態変化

任意のポジションを選択進行中に,故障そのはかの状態変化

を発生させて,その哀訴を確認する.｢

(e)同一群内の同時状態変化

伺一群内で二つ以上の状態変化を同時に発生させて表示を確

かめる｡

(f)炎なった群の同時状態変化

異なった群の任意の選択位置を二箇所以上,間時に状態変化

を発生させて表示を確認するり

(g)計測中の状態変化

作意の計測位置を選択計測中に状態変化をおこし,その表示
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遠方監視制御装置の試運転と保守

第6表 保守点検基準(その三)

項 目

遮断器断

路器コソ

プレッサ

その他の

垣外機器

変圧器関
係

補機関係

その 他

点 換 の 着 眼 点

接続用端子台への制御ケ〉プルの締付けは十分か｡

表示用補助接点の接触障告を起すような原田はないか｡

リミットスイッチ瑛で接触圧力不足,ワイプ不足などはないか｡

同上で本体と連動上の調整異常ほ生じてないか｡

各部の締付けはよいか｡

振勅により接点の接触障害を生ずることはないか(補助リレー,
リミットスイッチなど)｡

要所の機構の締付ゆるみ,その他割ピソ頸で脱落したものほない
か｡

空気もれ,油もれなどはないか｡

低圧ロック用圧力スイッチ,高低旺警報接点の動作は正常か｡

自動運転回路の動作ほ正常か｡

ドレーソの著軒こよる障害の心配ほないか｡

配管芳iに損傷はないか｡

油もれほないか｡

油面ほ正常か｡

冷却関係機貸旨の運転は正常か｡

温度計は正常か,警報接点動作は正常か｡

異常な音響または振動を発生しないか｡

腕酸剤または乾燥剤は正常か｡

故障検付回路の動作,接点,その他,接続部分などに異常ほない
か｡

接続端子部分の締付けは十分か｡

接地繰の接続締付けなどに異常ほないか｡

電磁接触器のうなりが異常に大きくないか｡

接触器の接点ほ荒損していないか｡

電動機の過熱ほないか｡

軸承の過熱はないか｡

軸承油滴は正常か(グリース注入は適時に行われたか)｡

電動機運転中に振動を発生しないか｡

整流子の火花が大きく整流子両が異常に銅色または果化していな
いか｡

刷子圧力は正常か,異常に摩耗していないか,油が付斉していな
いか｡

接地線に異常はないか｡

基礎ボールトの締付けは十分か｡

機掛こ鳥虫叛が入り込んで障告をおこす心配ほないか｡

犀外への引出線を伝って雨水が屋内成器に浸入するおそれはない
か｡

屋内機器に浸水する危険性はないか(排水みぞの障害などに注意)｡

安全柵に破損個所または容易に外部の者が浸入できる所ほないか｡

危険度識,その他安全に対する指棲ほ十分か｡

照明灯の断線などで保守運転上不安を生じている部分はないか｡

火災報知器, 消火設備などの機能点検は十分か｡

点掩結果お
よび処置

⊥J..′_.__

を確めるとともに,計測状態が正しいか否かをたしかめる｡

(h)試験選択中の状態変化

試験選択進行中に被の状態変化を発生させ,正しく表示され

ることを確認すること｡なおユニット形スーパーでは道義示試

験(一般に現状表示を行っているが,現状の逆状態を故意に表

示させる試験)中の状態変化もあわせて行うこと｡

(i)各軽電圧組合わせによる試験

制御所および被制御所とも最低電圧(定格の80%)ならびに

最高電圧(定格電圧の120%)および差電圧(制被の差士20%)

で監視試験選択を行い異常のないこと｡なおこの状態で重要な

ポジショソについて操作,故障表示などを行うこと｡

備考:この試験では選択渋滞,入力電流,選択速度などに着目

試験する｡なお士20%としたのは一例であって最高,最低電圧

は装置の保証する電圧で行うこと｡

る.3.5 試験記録の整理

試験記録は将来保守上参考となる事項として試運転時の試験過

程および方法,結果はもちろん特に下記の諸点について記録を残

すこと｡

(A)連絡線抵抗測定値,静電容量実測値

(B)連絡線の絶縁抵抗測定値

(C)回路変更したときほその理軋 目的,および方法

(一D)所要負荷電流(電池の無充電許容時間決定に必要)
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わち多数の製品あるいほ部品により構成された総｢千体の命数は歳出

部品またほ製品によって決起される._ したかっで主体に対して付柿
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H明の王l王卜ごある｡遠制装i茸のように重要性を持った付柑設備が高度

の信板性を必要とすることほ諭をまたないところであり,日常保′〕亡

の重要性がここにある._..

以下点検基準を第4､･d表によってホす｡

8.参 薯 資 料

(l)遠制川継電器と 一般的汁二法卦壬主

遠制装岸引IJ継電耕ほ通信員馴IJを頗電関係むきに絶絨此度そのほか
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第9表 遠ノJ監視制御装置の障某雅兄塘禎

dl ×

現象】手順
[1〕

選択進行

巾ヒュー

ズが切れ

る｡

人

に

生

仰
鵬
鵬
雛
凱

屯
と
短
ず

〔3〕

接地を(壬二

じた似合

一般的
臼二意

㌃
桝
精

一
〔
選
渋

〔5]

警報が鳴

っても表
示がない

股

間

係

拗

歩

進

関

係

川

仙
川
･
少

迫

卜八

で

卜川

㈱
畑
掛
郎

州
側
状
迎

ノノ ざム

ヒューズを取外してこれに100､200Wの′こぃヨミを招紘する､-)

スーーハuの選択.式験起動をfJニラし剋択利雄な崎ば屯球の打r〔主を増

L-で≠に止降‾卜を少なくする1:〕

選択進行をよく既視するとともに号E雌の町】る 短絡(､:′二足

でソこ今J■ェ灯■するから,その渕尺仕掛寸止を+r仙作させて詳糾こ調
べる｡

知貴行を′卜ずる選択位[Eト引対係鮒正貨旨のは止肘鵠のjT撫をしらべる｡

同_卜,【法】係鰍.は旨詩を一佃-･佃動作させて短絡発生部分をつきとめ

る｡

リレー接∴1･こを調べるり川如していないか､1こ)

托,外部凸じ緑卜または外部エーバギそ∫.ゞをあたえない限り一般的に充

′1二する機会ほない｡

ヒ‥L-ズ‾な`i江球に‾F∈ほ扱えるし〔l〕-1射拭い､ノ
描線回路を各配電触ごとに切離す｡

1E拡ミを開放して行きながら(什卜)ヒュ｢刈こ置換した′■加揖に【L

F)短絡のイJ‾撫な知i),逐次これを進めてどの軋′■一往盤関係の酔.打力､

を知る､⊃

原凶が盤外か盤】勺かを知るため関係ケーブルをはずす｡

唱球炸のソケット不良ほないか｡

配線端で短縄石丁(l二じていないか(エリ触の心線の一部がけ.すれて

鮎給することがある)∴三位する｡

吊外配触などJれ小のJt+.入りによ 〔いなl.､か調べる

諾‡具の軋鮎端子で加給を起していないれ＼亡･こ検するし一ニ

ュニット式スーパーーでほ盤l叶ご友一i柏があるときは,トースごとに

ナースを抜上して子fき,ケーー1叶jl二枚かナース外軋放かをたしか

める､､7こだLあるトーースを除外して良くなノー,たときでも必ずしも

そのケーース不良と断にできないことがある..一7‾--ス内配糾をへて

さらに外揃で1軒与‾を1卜じているときがあり江息のこと.〕

〔1〕～〔2〕に準じて調べる =司朔式では肌 鮫F;与川こ共迫煤扱があ

るため連絡縦を開放して原因が仙被いずれ仙こあるかを最初にた

しかめること1_.

†占ンJ･灯による接地ほないか｡

抵抗器ケースなどで接紙触の端末で接地していないか｡

連絡線休安群のアースギャップで接地していないか｡

交流と†托流凹路の混触ほないかを調べる｡

車両などによる制御ケーブルの障告のイ]‾無を調べること｡

触絡,接地故障ほ原因発見が相当困難であるのが常である｡択左(

よくかつ占十郎伽こ調べるのが最良のカ法である｡

短絡の原凶探求後その処置に追憶のないよう関係川路のほ点焼払

肺患などの有力し与をあわせて検討しておくこと｡

:二糾次の現象,発見力法,処荘などはできるだけ詳細に記録して後

者のためのデモ料とすること｡

‾郵政の汗Ii分的処拉がりこ｢したのち組介的に▲試験を行って典帖のな

いことを経めておくこと｡

制御所の糊+ミ試鹸を行う｡異常がなければ再度,制被,折合状態

での選択試扱を行う(このカf+ミでさらに渋綜するときほ紋別御所

側に原田があると考えてよいJ｡

障害発生例の装置の単独試験を子j二う.ノ

2で選択渋柿したポジショソのl盲iJ段または後段の選択継■-E許:壬の接

点を調べる｡

ぎ与乞独試験では制被いずれも正常動作する

差が極端に大きくなっていないか打改する｡

群,個別,切換l可路の継`トE器2001s-nS 243Ⅹおよぴ243な

どに古Ilし【‾甥係接点を調べる｡

群関係,個別選択回路の関係継′iE旨;‡の軌作をシーケンス.1∴から検

.i寸して止否を疎める｡
241,241Ⅹ,111Z などの絡心旨諒垂州三を確誠する(川,被とも二)
111Z は糊,依とも動作していなけれはならない

瞬時状態変化夫示回路をんする米粒でほその関係川路の瞬時状態

変化を起してみる｡確実に当該ホンシ才ンを迦机するかすfかを確

める｡

継続故障を心して選択表示を行わせて夫小のでることをたしかめ

る｡

l･可l二2でよ′Jミがでるときは披の起別解一Fは語注の【`‾1己似柑(炎/Jミンこr

するまで恍ルする1不良が原田である､J

選択が止づm･こ行われても炎′Jミがでないときほ朋御灯火′Jミl州名をFit

触武鹸でたLかめる｡

瞬時動作炎ホ川路のないセットでほ二] 変化+て■シシこTンを

選択lいにぶ′+ミ山路がfkl【+した槻介ほ1幣封iのふでよ/+こがfJ二J)れない

しこれほヨ封辻の障′l上fによるものではない‾)

よ′+ミ川ランプの断弧,炎ボランノ凹路の継-i正常:‡接J】.(を調べる､

鮫の機旨畏友′+ミはJ･このノーーク接∴(とゾし--ク接.･∴･この接縦迎いほない

か｡

231X,231ヽノ,Sli,そし別･まかノ)㌢蔑2諒とぴ)嵐l,rナ離山ン:壬の動†′lせた

Lかめるし.

り)u,No,1が辿i･こな-､てい

ないか｡

即1御川†,

本項にのべたよう

⊥‥てたしかふ三)ること｡

移.没による別線変史

時その他帖殊の射1｢i‾で拭紋女史なfJニリた域介以外にほ充′l二

することはない､+

ノレ

ポ

l

ラ

l

=丁

】

l

式

I二7〕

選択小の

状態変化

巾渋柿

〔8〕

パルスニー

一ドユ(の
鼓択渋子ごjl=

l二9〕

f法制剛､ンニ

が乱れる

囁 ごみ

〔10〕1

[11〕

渋措する

域介

制御所か

ら披制御

川†のライ

ン監視リ

レーの復

帰眼時の

概略を測

征する方

法

瀞
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速力監視制御装同の試運転と保守

観月討j劉J刑tLjの選択復伶主立祓

いないか｡

ぐAClOO､200V〕が松井如こ低卜して

6
7
8
9
1
0

ゞ幸吉悦夫+ミ試験を行って渋結する場所をさがす｡

制御所の速けい,試験開閉札群,個別を武奴にする｡

敗†け+御軒の札l二開閉器,辟,個別,表示を試畝側にする｡

渋拝するポジションの選択起動をさせる｡

制御所(または敏制御所)の試験用開閉臥群開閉器を平常にもど

す(被制御所側で選択した時は被,仰の試験開閉器から先にもど

すこと〕(選択パルス数,受信パルス数などを注意すること)｡

彼の群開閉旨岸を平常にもどす｡

即jの個別用開l朋旨を平常にもどす｡

被の個別用開閉指を平常にもどす｡

鮫の太刀川j開閉旨詰を平館にもどす｡

未′Jミパルス送†｢丁数,制の受イ話パルス数,よバミ結′り主をたしかめる｡

捌‡軌軒,状子鋲表示ラソプの表示をたしかめる｡

江1.1～10の.試玖中異常を+三じた部分によって陣1上手がてIi【j御所

か被制御J好かを判別するとともに,郡選択(Ⅹ〕か佃別選択

回路不J注力､の判断を行っておく｡

拉2.刀､良勘所の概略的な判別ができたならば糾鮒ま単独試験

によって究明する｡

俊先順位が遵になり,下付二の被制御J介の真水が_L位変′【はテ軒よりさ

きに去/Jミされる(訴下解除操作したときノ ときはその放て弓ilj征t仰の

連結献腎湖雛し昆措の御苗限時に変動がないか調べる し制御所I

r･.'7八､f鐘先+旺朴ンニと低い順f､ンニの厳刑御所もIr勺様に凋べる.･
f■i三:姓絡紋監視継′.辻器しWM～WMXX)がほかの被御j附J如)

ものとの時[H‖題調が大幅に乱オtることによ′)て′1ミずるL+た

だし,異なる被御j御所またほ鮭制花柳馴;‡の作り一が-tく】一利さテ

iこ連絡紬に印加される

JL順位どおり処理させられる｡

峠ほ悦

11制御所と歓制御所の辿終縦監視継′心才一‡の≡叫n帖性な.J+1レヾて止信な

睨時のものミ･こ取替える｡

泣こ 連絡純減祝紗一に指の短イ†l‡脚寺が紋州抑り了に丈､j

側が著しく可J､ためである

して放=準楠が未完了〔ラインリさrl瀾リ

rする)中制御J折からの符-〉J∴炊けLが北ぞ-‾fするためである〕.J

制御所の連結鰍こベンOSCを接続する(､OSCエレメントの性

性をl旨1遼えぬよう注悲のこと)｡

渋杵を出すポジショソの選択起動させ送受fニ言71･〉ナを一子亡鋲し,どこ

で果珊を生ずるかな知る(シーケ【ソスおよび符り一ノミ参与しくくのこと)｡

関係継1昆指の差込克ゾラグ,鰍iヒ講話揺ノこ:＼などかは初に調べる.二.

ペン.し‡オシロを連絡線に抜続しで一言く(_記銀紙速攻ほできるたけ

早くする_.〉｡

制止しようとする被肘j御所を放御浜卜させる｡

制御所から蕗‾‾F■解除操作を子丁い披からの応答パルスの研一･副]を

記録する｡

ライン監視リレー松帰時一言ilほ制の符り,の最後と鮫からのパルスの

娘初の_､ンl二りまでがほぼこれに相当する時刑1､1がえられる｡こ

の他ほ監視リレー復帰限時′r2に対しほぼ増7～8%しと考えてよ
い｡

礼紳･1て革促1 二桔n:1･■←1

レ:Tノー1一匹三‾仙

tフィン監裾
rリ レ ー

1

1

〔拉〕1.制御Jリわライン監視リレー時17育=土あらかじめ測与亡して

置く｡

2.上l文lは手許‾ド解除時のリレー動作が一部省略してある｡

3.蕗ド解除によらず任一法のポジショソな選択して瓜初の

ホジショソかF)つぎの只なるポジションに移行する小

l川のノく′レス仙L時間を測定してもほぼl司様の統リミが子ミ王

られる､J

リングリレー,そのほか伝桝†婆継電詩語などが用いられる｡以下参一考

汽料としてノーj紙 祁称そのほか才'ト】二のi_i三.法三拝項についてj並べる､+

(.A)継尾端行摺;の引称

第3図ほ水､lえ形淋電才;手の幹部引称を/+ミすLJ

第4図はワイヤースプリング形箭称を′jミす+

りi)川語の税別

(こ1) フ'--ミ′チュフ'ギャ､ソフ

ァーマチュアとコアとの間のギヤップ.

(_b) レシジュアルギャップ

リレーか動作L′てレシジニ⊥7′しネジの先端かコアに接触Lてい
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る状態におけるコア佃とアーマチュア由一との上紙肺齢

(c) アーーマチュアトラベル

十倍状態におけるコアとフ'-てチュ7あるいはレシジュアルか

脱退されているときはその北端盲との間脳.

(d)+㌣常状態

リレーコイルに電流を通じていない召人態

(e)リレーの動作状態

リレーコイルに7-マチエ7を完=今に吸引するのに卜分な′都允

を通じている召人態.

(f)メーク接山

リレーが動作した咋l調じる接山(a接∴FJ二)

しg)ブレーク接山

リレーが動作した帖朋く描山(b楼ノ∴-こ)

(t= トランスソーー7桜山(チェンジオーノミ接∴■､い

リレーが動作した時･/〕の川路を閃き,次に･/ル)l‖け布引明しこ

る接ノエし

(i)ノーケビ■ノォ‾ン'ノレク接点(+ンテ†ニーノ'人指山)

継電器か動作する■過稗で･つの川路がi朴く‾｢赫こ(上かの･/‾ル)川

路が閉しIる接点(り安点)

(`j)X接点(ソニ=措山)

穎糾に動作する接瓜

(k)Y接止

X篠山を付する鰍電肝r二･X姥∴uリ､外叫妾J∴(姑後に励γト㌻る接

た)し,

(1)感動

コイルに電流を通じたとき,アーマチュアが吸引され,所起位

;捏まで十分移動し,すべてのメーク按ノ､■くくを閉じ,すべてのブレー

ク接点を朋放させることし=.

(m)感動電流(拍小感動電流ノ

リレーを感動させる滋小の電流値｡

(n)不感動

コイルに電流を通じたとき,いずれのメーク接点も閉じること

なく,すべてのブレーク接ノ廿割判じていること..

(0)小感動電流仙

リレーが不感動である故人の電流値

(p)保持

コイルに感動電流伯以上の電流を流したのち,減少させたとき,

アーマチュアほコアに吸引されたまますべてのメーク接上山封ち巨]じ

またすべてのブレーク桜山が捌いたままでいること､ノ

(q)保持電流

リレーを保持させる浪小電流値｡.

(1･)l洞放

こ+イ′しに感動電流値比l二の′献束を通し∴亡のち減少したとき,ア

ーマチュアがコアを斬れバ､ノクストップト土‾i糾こもどり,すべての

メーク按山を閃きすべてのゾレーク桜山をl判じること

(s)開放電流値

リレーを開放させる姑ノ(の屯流fl虹

(t)動作時間

‥ヱイルに電流を池じ始打)てか仁J桜山がけ‥戎またほ糊放するまで

に生する時間.ノ･

(tl)f妊1卜1時Fとり

二丁イルの電流を遮断Lてから接点か開放またはl州立する主でに

愛する時間｡

ィ率
X

イ･

(C)継電器取扱_卜の 一般的i･了+亡〕こ

｢a)描舶を十分にすること

柑こほこりか7-マテュ●ァとコアのギJ7ツプなどに入った機介

磁気的にリレーの動作に忠影響を及ばし,接Jミ澗のほこりは接触

jlモ杭を梢し,接触■十こ良の原r勾となる｡

油脂夕瓢･まほこり付前の誘Lペとなり,電気の導通を悪くするなど

リレーの陣†.ぎーぎ帆胡となりやすい

(b)柄抑の力法

リレーまたはリレー箱内の打H棉をケfう場合必ずユ†妄1輔‡除皆;壬を川

い,__ヒ段から‾卜段収付けの物へ順次ほこりを吸引しながら子J:うこ

と_- ブローワで吹くとほこりを移劫させて逆劫火を招くことがあ

るから故にいましめるべきである..

((二)リレー収抜上の汁点

リレーを舶扱う槻rナ消潔な手袋なト机､ること,忙り賀r･に触jLて,

汁そのほかによる肝.J一柑州‾むさけること.〕

ワイヤスノリングリレーのコンタクトカバーのイキ脱を子】こノ)た

∴きは,‖+-軌竜山-‾フィヤ叫ヒミ移を′t汀-〔いないか卜分流二法する二

l

りし･一を調整する必安かあるときほ適合L/こl∴具む川いてf】二う

こと..占称幣を必要と寸ろとき心柏端な屈曲や侮を′=､1ないょう汁

点すること.

満樹立た(上.榔繋なと‾を行-,たあと卜分点検L_必要にJふし-､て,り

し-‡削本_ナゴ上Jご退制巻帥二としl‾この動作武娘を子fい機能を催.乙告する

こと､_､

(2)迫力制御用継電器一覧衣

LI立退て1iu装掛こ主として川いられる継電器を第7,8図にまと〆)

た.⊃ このほか信リー形継電器,そのほか若干の補助継電器が佐川され

る】.

(3)速力監抑｢ij+節陀旨‾捏の障害点発比の柴田

断i子瓜発比の要街を弟9表にまとめたが,もとより投雑多披にわ

たる障岩手のすべてを網耕することは凶難であり代表的なものにとど

めた〔｡この柴田を基礎に考察し応用の範囲を広める刊卦りとなれば

ヰである′J

9.結 円

通方監批制御法了茸が電■ノ〕系統の合剋的運営の一翼をになって十分

な効果を発揮するためにはその方式はもとより,装置自体が一品,

-･占も赦選された耶占.ちで付和成された,きわめて伝蹟性の高いものであ

ることが必要である.､｢さらに周到に考慮された設備および附､1:計㈹

に基き[l常の適切な仏ミ琳こまつところが大きい｡

複雑多岐にわたるこれらのすべてについて詳述することほ困難で

あり,もとより非才の孜ぶところでほない｡ここでほ試逆転計帥iな

らびに試〕臼松尖硫と併如)概盟について.のべた｡

Jl々いこおおかたのご批?川をテE､享て,より完全な保守者のための道しる

べをうらたてるよlナノl;ともなjいよ辛いである｡

ー 90 -




